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議会だより
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ワクワク　ドキドキ　さあスタートだ！ワクワク　ドキドキ　さあスタートだ！
（大崎小学校入学式　4月 6日）（大崎小学校入学式　4月 6日）

３月定例会３月定例会

こんなこと決めましたこんなこと決めました
　●令和４年度当初予算　●令和４年度当初予算……………………２２
　●人事案件等　●人事案件等…………………………………………５５
　●３月議会定例会審議結果　●３月議会定例会審議結果…………６６

●●……町政を問う（一般質問）町政を問う（一般質問）……………………………… ７７
●…●…インタビュー（ピックアップおおさき）インタビュー（ピックアップおおさき）…………………… 1515
●…●…町民の広場・編集後記町民の広場・編集後記……………………………… 1616

■■
■■

大崎町内の小学校入学者数
大崎小学校 55名
菱田小学校 11名
中沖小学校 7名
持留小学校 2名
大丸小学校 13名
野方小学校 18名
合　計 106名



議 案 審 議令和４年度大崎町一般会計予算審査特別委員会

（一般会計当初予算額　100億6千625万1千円）

令和４年度予算総額
総額

145億5千528万3千円
歳入の主なもの

・町　　税　　　　　　　１２億７，３１８万円
・地方交付税　　　　　　２３億円
・国庫支出金　　　　　　１０憶５，３４１万円
・ふるさと納税寄附金　　３０億円
・企業版ふるさと納税　　　１億円

歳出の主なもの
・大崎町 SDGs 推進協議会負担金　　　８，０００万円
・企業版ふるさと納税業務委託料　　　２，０００万円
・地域おこし研究員等業務委託料　　　　 ９６０万円
・固定資産家屋全棟調査業務委託料　　１，９５０万円
・おおすみ地域成年後見センター
　運営業務委託料　　　　　　　　　　　 ２８０万円
・第１２回全国和牛能力共進会
　鹿児島大会負担金　　　　　　　　　　 ２１４万円
・ふるさと納税謝礼（返礼品）   　　9 億円

【令和４年度特別会計予算】

国民健康保険事業特別会計予算 ２０億 　６６８万円

後期高齢者医療特別会計予算 １億９, ２０５万円

介護保険事業特別会計予算 １８億７, ４１４万円

水道事業会計予算 ２億１, ８３０万円

公共下水道事業特別会計予算 １億９, ７８４万円

うなぎ

黒牛

黒豚

マンゴー

ふるさと納税返礼品
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議 案 審 議令和４年度大崎町一般会計予算審査特別委員会

企
画
調
整
課

地
域
お
こ
し
研
究
員
等
業
務
委
託
料

問 

こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を
踏
ま

え
、
こ
の
事
業
で
は
委
託
期
間
終

了
後
隊
員
が
地
元
に
残
り
、
台
湾

と
の
交
流
継
続
は
可
能
か

答 

こ
れ
ま
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
、
採
用
時
の
業
務
内
容
の
確

認
、
地
域
と
の
つ
な
ぎ
役
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
反
省
を
踏

ま
え
、
地
域
お
こ
し
研
究
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
徹
底
し
、
台
湾
と
の
交

流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

税
務
課

固
定
資
産
家
屋
全
棟
調
査
業
務

委
託
料

問 

全
棟
調
査
で
の
調
査
内
容
、

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
ど
う
す
る

の
か

答 

今
回
の
全
棟
調
査
は
、
39
年
振

り
の
調
査
と
な
り
、
新
築
家
屋
は
、

登
記
に
基
づ
い
て
課
税
を
し
て
い
る

が
、
平
成
初
期
等
の
家
屋
に
つい
て

は
未
登
記
が
多
数
あ
る
。

　

増
築
、
滅
失
届
の
未
提
出
を
含

む
評
価
漏
れ
が
全
棟
調
査
の
対
象

で
あ
り
５
年
間
で
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。
周
知
に
つい
て
は
、
広
報

や
全
棟
調
査
資
料
を
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
あ
る
。社

会
教
育
課

総
合
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事

設
計
委
託
料

問 

改
修
工
事
に
向
け
た
設
計
委

託
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
改
修

で
は
な
く
、
新
築
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か

答 

総
合
体
育
館
の
新
築
は
、
改

修
と
比
較
し
相
当
な
費
用
が
予
想

さ
れ
る
。

　

耐
震
は
問
題
な
い
と
認
識
し
て

お
り
、
大
規
模
改
修
に
よ
っ
て
施

設
の
延
命
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

農
林
振
興
課

地
域
お
こ
し
研
究
員
等
業
務
委
託
料

問 

里
山
の
放
置
森
林
等
の
整
備
、

放
置
竹
林
等
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
の
研
究
と
あ
る
が
、
内
容
は
ど

う
い
う
も
の
か

答 

竹
や
ぶ
が
地
域
の
里
山
で
急

激
に
拡
大
し
て
お
り
、
大
崎
町
に

限
ら
ず
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
慶
應
義
塾
大

学
と
連
携
し
て
、た
け
の
こ
出
荷
、

純
国
産
メ
ン
マ
生
産
、
た
け
の
こ

水
煮
の
地
元
産
原
料
活
用
、
地
産

地
消
の
推
進
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

抑
制
、
工
芸
芸
術
へ
の
活
用
に
つ

い
て
等
が
主
な
研
究
に
な
る
。

　

竹
林
整
備
に
お
け
る
人
件
費
の

農
福
連
携
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ

わ
せ
て
行
う
。

１,９５０
　　万円

１,３００
　　万円

960
万円

340
万円

議案審議の様子
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議 案 審 議3 月定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）     

専
決
処
分

主
な
補
正
予
算保

健
福
祉
課

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金

保
健
福
祉
課

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
補
助
金

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

主
な
補
正
予
算総

務
課

施
設
整
備
事
業　

基
金
積
立
金

問 

今
後
も
、
継
続
的
に
基
金
に

積
み
立
て
て
い
く
予
定
か

答 

今
後
、
公
共
施
設
の
更
新
、
新

設
等
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
、
少
し
ず
つ
で
も
積
立
て
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、公
共
施
設
の
整
備
に
関
し

て
は
、
現
在
、
公
共
施
設
整
備
計

画
の
見
直
し
に
取
組
ん
で
お
り
、
計

画
に
基
づい
て
実
行
し
て
い
き
た
い
。

大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
協
議
会
負
担
金

企
画
調
整
課

問 

※
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

実
現
に
向
け
た
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
、
準
備
積
立
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
か

答 

大
崎
町
の
２
０
３
０
年
を
目
指

す
姿
の
、
イ
メ
ー
ジ
実
現
の
た
め

の
準
備
金
と
考
え
て
お
り
、
今
後

具
体
的
な
計
画
や
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
そ
の
都
度
説
明
や
報
告

を
し
て
い
く
。

条
例
関
係

議
案
第
５
号

大
崎
町
消
防
団
員
等
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つい
て　
　

 

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
地
域
の
消
防
、
防

災
体
制
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た

す
消
防
団
員
が
、
全
国
的
に
減
少

傾
向
に
あ
る
な
か
、
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
を
行
い
、
団
員
の
確
保

を
図
る
た
め
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算

16億７千12万２千円　増額
総額

129億9千414万３千円
2億
9,800

万円

1億
5,000

万円
321
万円

7,680
万円

※�

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
は
、
大
崎
町
が

目
指
す
循
環
す
る
町
の
未
来
像
の
こ
と
で
す
。

消防出初式
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議 案 審 議３月定例会
発
議
（
第
１
号
）

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議（
案
）の
提
出
に

つい
て　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

提
案
者　

富
重　

幸
博

賛
同
者　

諸
木　

悦
朗

提
案
理
由

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

への
軍
事
侵
攻
は
、
当
初
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
周
辺
で
の
軍
事
演
習
か
ら
、い

き
な
り
同
国
への
進
入
を
開
始
し
初

期
の
軍
事
施
設
関
連
への
破
壊
行
為

は
、
今
や
民
間
施
設
、
住
宅
、
病
院
、

学
校
な
ど
に
及
び
今
日
、
細
菌
化

学
兵
器
の
使
用
ま
で
懸
念
さ
れ
ジェ

ノ
サ
イ
ド
（
大
量
無
差
別
殺
人
）
の

危
険
が
増
し
て
い
る
。

　

今
日
、
戦
争
に
つ
き
も
の
の
プ
ロパ

ガ
ン
ダ
、フェ
イ
ク
ニュー
ス
報
道
な
ど

が
加
害
国
ロシ
ア
で
喧
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
Ａ
Ｉ
な
ど
情
報
通
信
技
術
の
発

達
し
た
現
代
に
お
いて
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
真
実
が
白
日

の
下
に
晒
さ
れ
て
い
る
中
で
、
世
界

各
国
の
人
々
や
私
た
ち
も
事
実
関
係

を
具
体
的
な
映
像
や
音
声
に
よって

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

今
回
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
暴
挙
は
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
や
青
少
年
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
に
と

って
関
係
国
を
含
め
た
地
球
全
体
の

平
和
と
安
全
、
安
心
安
全
な
日
常

生
活
を
破
壊
す
る
行
為
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
歴
史
の
法
廷
」
の

時
代
を
生
き
る
者
と
し
て
こ
の
事
態

は
、
議
会
人
と
し
て
到
底
看
過
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
強
い
憤
り
を
もっ

て
発
議
と
し
て
提
案
す
る
も
の
で
あ

る
。※

発
議

議
案
は
通
常
町
長
か
ら
提
案
さ

れ
ま
す
が
、議
員
も
し
く
は
委
員
会

か
ら
も
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
員
提
案
で
は
主
に
意
見
書
、決

議
、条
例
案
等
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た

し
ま
し
た
。 

住  

所　

大
崎
町
永
吉

氏  

名　

濵
屋　

政
文 

氏
（
65
歳
）

（再任）

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

住  

所　

大
崎
町
仮
宿

氏  

名　
二
見　
い
す
ず 

氏
（
65
歳
）

（再任）

　

副
町
長
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

住  

所　

大
崎
町
横
瀬

氏  

名　

千
歳　

史
郎 

氏
（
66
歳
）

（再任）

　

教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

住  

所　

大
崎
町
横
瀬

氏  

名　

穗
園　

正
幸 

氏
（
60
歳
）

（新任）

人 事 案 件

○　おおさき議会だよりNo.1635



議案等
の番号 件　　　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示

平
田
慎
一

富
重
幸
博

稲
留
光
晴

諸
木
悦
朗

宮
本
昭
一

中
倉
広
文

中
山
美
幸

吉
原
信
雄

上
原
正
一

小
野
光
夫

児
玉
孝
德

神
﨑
文
男

議決結果

承 認 
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて 
（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第 7 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

議 案 
第 1 号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 2 号

令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 3 号

令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 4 号

令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 
（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 5 号

大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 6 号

大崎町町長等の給与等に関する条例及び大崎町議会
議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 7 号

大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 8 号 令和４年度大崎町一般会計予算 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 9 号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 10 号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 11 号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 12 号 令和４年度大崎町水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 13 号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 14 号

大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 15 号

大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 16 号

大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 17 号 大崎町介護保険基金条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 18 号

２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工） 
請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可　決

同　 意 
第 1 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について - - - - - - - - - - - - 同　意

同　 意 
第 2 号 教育委員会委員の任命について - - - - - - - - - - - - 同　意

同　 意 
第 3 号 副町長の選任について - - - - - - - - - - - - 同　意

同　 意 
第 4 号 教育委員会教育長の任命について - - - - - - - - - - - - 同　意

発　 議 
第 1 号

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案）
の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

３月定例会議案等に対する採決状況一覧
（〇賛成　●反対　議長（神﨑文男）は裁決に加わらない。）
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５
議
員
が
登
壇

　

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一  般  質  問一  般  質  問
稲　留　光　晴　議員　　　Ｐ 8
・コロナ禍での感染予防について
・学校トイレへの生理用品の常備について
・自治公民館文書発送の利用のあり方について
・地域おこし協力隊員について

中　山　美　幸　議員　　　Ｐ 9
・新年度予算について

吉　原　信　雄　議員　　　Ｐ 10
・有害鳥獣対策の充実を図れ
・大崎町中央運動公園活用の充実を図れ

児　玉　孝　德　議員　　　Ｐ 11
・教育行政について
・防災センターについて

平　田　慎　一　議員　　　Ｐ 12
・施政方針について
・道路整備状況の現況確認と課題について
・コロナ禍の現況とワクチン接種の課題について

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

一般質問とは
町長などの執行機関に対
し、業務の執行状況や将
来の方針などについて議
員個人として問いただす
ことです。

○　おおさき議会だよりNo.1637



問 

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
利
用
は
、

ど
こ
ま
で
認
め
る
か

予
防
策
徹
底
で
、利
用
可
能

答 

町
長　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
利
用
で
き
る
公
共
屋
外
施

設
は
町
内
９
箇
所
で
、
施
設

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
利
用
可
能
と
し
て
い

る
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
生
理
用
品

の
常
備
に
つ
い
て

問 

令
和
３
年
度
９
月
議
会

で
小
・
中
学
校
の
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
の
常
備
を
求

め
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

中
学
校
で
は
手
洗
い
場
に
設
置

答 

教
育
長　

現
在
、
学
校

で
生
理
用
品
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
に
は
、
無
償
で
提

供
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
中

学
校
で
は
手
洗
い
場
の
横
に

生
理
用
品
を
設
置
し
て
い
る
。

外
部
団
体
へ
の
文
書
発
送
の

見
直
し
を
求
め
る

問 

自
治
公
民
館
へ
の
文
書
発

送
で
外
部
団
体
文
書
の
取
扱

い
は
、
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か

十
分
検
討
す
る

答 

町
長　

護
国
神
社
奉
賛

会
の
寄
付
自
体
は
、
神
社
が

主
催
し
て
や
っ
て
い
る
。
ご

指
摘
の
宗
教
団
体
文
書
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

状
況
は

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

状
況
に
つ
い
て
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か

現
在
は
４
名
を
業
務
委
託
契

約
で
任
用
し
て
い
る

答 

町
長　

本
町
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
算
11
名
を
任
用

し
て
き
た
が
現
在
は
４
名
で

あ
る
。

契
約
更
新
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

問 

年
度
途
中
に
来
ら
れ
た

方
の
年
度
毎
の
更
新
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か

本
年
３
月
で
契
約
終
了

答 

町
長　

単
年
度
ご
と
の

契
約
に
な
っ
て
お
り
、
す
べ

て
が
本
年
３
月
で
契
約
終
了

と
な
る
。

契
約
満
了
後
の
処
遇
は
ど
う

な
る
か

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方

に
定
住
し
て
仕
事
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か

実
現
は
し
て
い
な
い

答 

町
長　

移
住
・
定
住
と

か
、
あ
る
い
は
本
町
で
活
躍

と
い
う
こ
と
は
説
明
も
し
て

き
た
が
、
本
人
た
ち
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
活
躍
し
た
い

意
向
を
持
っ
て
い
た
り
し
て

実
現
し
て
い
な
い
。

稲留　光晴 議員

コロ
ナ
禍
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴル
フ
場
利
用
は

感
染
予
防
を
徹
底
し
利
用
を�

ふれあいの里公園　多目的広場

大崎中学校女子トイレに常備された生理用品
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問 

町
長
の
選
挙
公
約
及
び

施
政
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の

様
な
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て

い
る
か

公
約
と
施
政
方
針
を
反
映

し
た
予
算
を
計
上

答 

町
長　
次
の
４
点
に
重
点

を
お
い
た
予
算
措
置
で
あ
る
。

① 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
持
続
可
能
な
開

発
目
標

②
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

③
ふ
る
さ
と
納
税

④
ス
ポ
ー
ツ
観
光
政
策

給
食
費
助
成
の
予
算
は

問 

十
二
月
議
会
で
も
提
案

し
た
小
・
中
学
生
の
給
食
に

対
す
る
補
助
及
び
地
域
農
産

物
の
活
用
に
つ
い
て
の
予
算

措
置
及
び
対
応
策
は
ど
う
な

っ
た
か

補
助
額
を
増
額
措
置
し
た

答 

教
育
長　

給
食
費
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
予
算
措

置
し
た
。

小
学
生
負
担
額
１
５
０
０
円

中
学
生
負
担
額
２
０
０
０
円

と
し
た
。

　

地
域
農
産
物
の
活
用
に
つい

て
は
、
現
在
で
も
地
産
地
消

に
心
が
け
て
い
る
が
、
さ
ら

に
拡
充
し
て
い
く
。

浸
水・防
災
備
蓄
品
の
更
な
る

改
善
を
求
め
る

問 

三
文
字
地
区
浸
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
導
水
路
設
置

な
ど
求
め
て
き
た
。

　

現
在
、
持
留
川
の
寄
り
洲

除
去
が
行
わ
れ
流
水
量
が
大

幅
に
増
加
、
被
害
の
軽
減
が

期
待
で
き
る
が
、
今
後
水
門

管
理
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

　

災
害
備
蓄
品
の
生
理
用

品
・
哺
乳
瓶
等
の
備
蓄
に
つ

い
て
は
、
消
費
期
限
や
備
蓄

数
量
を
さ
ら
に
検
討
し
、
消

費
期
限
前
に
小
中
学
校
で
の

活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

適
切
に
判
断
し
対
応
す
る

答 

町
長　

河
川
の
寄
り
洲

除
去
に
つ
い
て
は
県
も
前
向

き
に
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ

り
事
前
防
災
の
観
点
か
ら
、

水
門
管
理
と
共
に
指
導
す
る
。

　

備
蓄
品
に
つ
い
て
も
以
前

協
議
し
た
経
緯
も
あ
り
適
時

判
断
し
対
応
す
る
。

ゴ
ミ
出
し
困
難
者
対
応
は

一
本
化
す
べ
き
で
あ
る

問 

ゴ
ミ
出
し
困
難
者
に
対

応
す
る
た
め
の
予
算
が
３
課

に
わ
た
っ
て
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　

住
民
環
境
課
７
２
万
８
０

０
０
円
、
保
健
福
祉
課
２
４

万
円
、
企
画
調
整
課
は
補
正

と
当
初
で
２
４
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
予
算
は
資
源
ご
み
回

収
場
構
築
、
ゴ
ミ
出
し
困
難

者
支
援
な
ど
の
予
算
で
一
本

化
し
て
進
め
た
ほ
う
が
事
業

も
推
進
し
や
す
い
と
思
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
関
係
団
体

と
協
議

答 

企
画
調
整
課
長　

先
の

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
協
議
会
予
算
の

２
４
０
０
万
円
は
資
源
ご
み
回

収
場
建
設
費
で
あ
る
。

答 

保
健
福
祉
課
長
　
ゴ
ミ

出
し
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
家
庭

で
の「
困
り
ご
と
対
応
」
な

ど
の
予
算
で
あ
る
。

答 

住
民
環
境
課
長
　
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
共
に
ゴ

ミ
出
し
困
難
者
の
サ
ポ
ー
ト

予
算
で
あ
る
。
今
後
関
係
団

体
と
協
議
す
る
。

中山　美幸 議員

施
政
方
針
に
対
す
る
予
算
を
示
せ

４
テ
ー
マ
を
柱
に
予
算
措
置
し
た

寄り洲除去された持留川
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問 

有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状

と
、
必
要
な
対
策
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か

自
己
防
衛
対
策
が
必
要

答 

町
長　

令
和
２
年
度
の

被
害
状
況
調
査
で
は
、
被
害

面
積
１
５
８
ア
ー
ル
、
被
害

額
は
２
７
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

猟
友
会
へ
の
駆
除
依
頼
や

田
畑
等
の
環
境
改
善
に
取
組

ん
だ
上
で
、
そ
れ
で
も
侵
入

し
て
く
る
も
の
に
対
し
て
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
等
の
使
用
や

電
気
柵
等
の
設
置
に
よ
る
自

己
防
衛
対
策
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

電
気
柵
補
助
金
の
内
容
は

問 

侵
入
防
止
対
策
と
し
て

電
気
柵
の
有
効
性
と
本
町
の

「
有
害
鳥
獣
電
気
柵
等
設
置

事
業
補
助
金
」
に
お
け
る
補

助
金
額
設
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

３
万
円
が
上
限

答 

町
長　
現
状
の
対
策
で
は
、

田
畑
等
の
被
害
防
止
に
限
界

が
あ
る
た
め
、
24
時
間
の
侵

入
防
止
が
可
能
な
電
気
柵
設

置
は
有
効
と
考
え
て
い
る
。

　

補
助
額
は
、
１
件
当
た

り
事
業
費
の
3
分
の
1
以
内
、

３
万
円
が
上
限
で
あ
る
。

補
助
率
引
上
げ
の
考
え
は

問 

農
作
物
等
の
被
害
軽
減

と
住
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

補
助
率
を
引
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か

補
助
金
引
上
げ
を
検
討
す
る

答 

町
長　

地
域
ぐ
る
み
の

対
策
へ
の
団
体
育
成
や
電
源

装
置
の
共
同
導
入
の
推
進
と

併
せ
て
、
補
助
金
の
引
上
げ

を
検
討
し
た
い
。

中
央
運
動
公
園
の
現
況
は

問 

利
用
実
績
と
実
態
に
係

る
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

答 

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
利
用
制
限
等
で

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

芝
の
状
況
に
よ
る
利
用
制

限
も
行
っ
て
お
り
、
活
動
場

所
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

利
用
拡
大
へ
の
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

多
角
的
な
活
用
策
の
検
討
は

問 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

利
用
者
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
再
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か

利
用
促
進
に
努
め
る

答 

町
長　

東
九
州
自
動
車

道
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る

利
用
者
の
増
加
に
期
待
し
て

お
り
、
だ
れ
も
が
親
し
め
る

運
動
公
園
施
設
と
し
て
利
用

促
進
を
図
って
い
く
。

住
宅
用
地
と
し
て
の
活
用
は

問 

利
用
実
態
か
ら
、
定
住

人
口
促
進
の
た
め
の
住
宅
用

地
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は

な
い
か

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

答 

町
長　

野
方
地
区
で
の

宅
地
分
譲
を
計
画
し
て
お
り
、

中
央
運
動
公
園
の
宅
地
利
用

は
考
え
て
い
な
い
。

吉原　信雄 議員

有
害
鳥
獣
対
策
の
充
実
を
は
か
れ

電
気
柵
等
設
置
事
業
へ
の
補
助
金

引
上
げ
を
検
討
す
る�

効果のある電気柵

中央運動公園利用実績（日数）　R4.1.31 現在
H29 H30 R1 R2 R3

グラウンドゴルフ 155 151 15 13 6
ソフトボール 2 1 1

遠足 2 2 1 1 1
消防団活動 1 17
分館行事 2 2 3
サッカー 20 42 35 18 13
その他 8 13 12

日数合計 190 228 55 32 32
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問 

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た

ち
の
学
力
に
影
響
は
な
い
か
、

ま
た
不
登
校
に
つ
い
て
は
ど

う
か

学
力
は
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
る

答 

教
育
長　

演
習
問
題
や

プ
レ
テ
ス
ト
で
指
導
を
進
め
、

目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
で
学

力
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。

　

不
登
校
の
対
応
は
専
門
機

関
と
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り

に
向
き
合
っ
て
い
る
。

　

家
庭
訪
問
や
保
護
者
を
集

め
て
悩
み
を
共
有
す
る
場
も

設
け
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
問
題
は
な
い
か

問 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
や

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

の
事
案
は
な
い
か

　

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利

用
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど

も
の
体
力
に
問
題
は
な
い
か

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
が
１
件

あ
っ
た

答 

教
育
長
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

中
傷
や
被
害
に
遭
わ
な
い
行

動
に
つ
い
て
、
携
帯
・
ス
マ

ホ
の
使
用
ル
ー
ル
10
箇
条
で
、

使
用
方
法
や
保
護
者
の
努
力

義
務
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は「
個
に

合
っ
た
演
習
問
題
」
な
ど
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

持
ち
帰
っ
た
場
合
は
時
間

や
利
用
制
限
設
定
が
し
て
あ

る
。
体
力
つ
い
て
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
縄
跳
び
な
ど
の
運
動

で
、
生
き
る
気
力
に
も
つ
な

が
り
全
国
平
均
以
上
の
種
目

が
多
い
。

運
営
協
議
会
へ
活
動
費
を

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
運
営
協
議
会
で
あ
い
さ
つ

運
動
や
芸
能
の
伝
承
活
動
、

講
演
会
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、

費
用
が
発
生
す
る
場
合
は
活

動
費
を
つ
け
ら
れ
な
い
か

地
域
学
校
協
働
本
部
と
話
し
合
う

答 

教
育
長　

基
本
的
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る

が
活
動
費
は
地
域
学
校
協
働

本
部
で
話
し
合
う
。

避
難
所
の
大
丸
小
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問 

避
難
所
の
大
丸
小
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
す
れ

ば
国
の
補
助
金
が
あ
る
。

　

停
電
で
も
動
く
Ｇ
Ｈ
Ｐ

（
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
）に
す
れ
ば

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
く
、

高
額
な
受
電
設
備
や
毎
年
の

保
守
点
検
料
も
要
ら
な
い
。

温
暖
化
の
今
、
導
入
で
き
な

い
か

国・県
の
動
向
を
見
て
検
討

答 

教
育
長　

避
難
所
の
観

点
か
ら
、
国
や
県
な
ど
の
動

向
を
見
て
検
討
す
る
。

防
災
セ
ン
タ
ー
や
津
波
避
難

タ
ワ
ー
を

問 

住
民
か
ら
横
瀬
地
区
に

防
災
セ
ン
タ
ー
の
要
望
が
あ

る
。
防
災
セ
ン
タ
ー
や
津
波

避
難
タ
ワ
ー
を
検
討
で
き
な

い
か

検
討
し
て
い
く

答 

町
長　

防
災
セ
ン
タ
ー

は
研
修
や
避
難
備
蓄
品
の
貯

蔵
な
ど
必
要
だ
と
認
識
し
て

お
り
検
討
し
て
い
く
。

　

避
難
タ
ワ
ー
は
津
波
の
場

合
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防

団
の
協
力
で
避
難
す
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

児玉　孝德 議員

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
へ
の
影
響
は

連
携
し
指
導
に
取
り
組
み
問
題
な
い

 子どもの努力義務

 保護者の努力義務 （携帯・スマホの所持は保護者の責任です）

携帯・スマホ等使用ルール10か条

 携帯電話やスマー
けいたいで ん わ

トフォン等の使用時
とう し よ う じ

間は午後9時まで
かん ご ご じ

とします。

② 学習中，食事中など
がくしゅうちゅう しょくじちゅう

は使用しません。
し よ う

③ 人の悪口や嫌がる
ひと わるくち いや

ことを絶対に書きま
ぜったい か

せん。送りません。
おく

④ 自分や他人の写真
じ ぶ ん た に ん しゃしん

や個人情報に関する
こ じ んじょうほう かん

ことは勝手に相手に
か っ て あ い て

送りません。
おく

おし

⑤ 有料サイトの利用
ゆうりょう り よ う

は保護者の許可を
ほ ご し ゃ き ょ か

取ります。有害サイ
と ゆうがい

トは検索しません。
けんさく

⑥ 知らないメールに
し

は応じません。ネッ
おう

ト上の知り合いに
じょう し あ

内緒で会いません。
ないしょ あ

【我が家のルール！】

⑦ 学校へは持たせま

せん。午後 9時以降は

保護者が預かり，保管

します。

⑧ 購入時（契約時）に

は必ずフィルタリング

を設定します。

⑨ 家族で携帯やスマ

ホ，ゲーム等の使用

方法，使用時間につ

いて話し合います。

⑩ 携帯やスマホの

暗証番号・ID・パ

スワードを管理し

ます。

令和２年度 大崎町小・中学校長会・大崎町PTA連絡協議会・大崎町教育委員会

携帯・スマホ等使用 ルール10 か条
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問 

本
町
の
住
宅
建
設
業
者

が
施
工
す
る
場
合
は
土
地
を

無
償
譲
渡
す
る
な
ど
、
地
元

経
済
と
リ
ン
ク
す
る
仕
掛
け

も
作
り
な
が
ら
宅
地
分
譲
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

提
言
と
し
て
受
け
止
め
る

答 

町
長　

若
者
世
代
の
定

住
を
促
し
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
。
無
償
譲
渡
は

提
言
と
し
て
受
け
止
め
る
。

高
速
イ
ン
タ
ー
付
近
に
看
板
設
置
が
必
要

問 

大
崎
イ
ン
タ
ー
付
近
に

方
向
や
施
設
等
が
わ
か
る
物

や
、
野
方
イ
ン
タ
ー
も
含
め

本
町
の
Ｐ
Ｒ
等
も
絡
め
た
看

板
等
の
設
置
や
大
崎
町
の
イ

メ
ー
ジ
戦
略
を
行
う
べ
き

イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
図
る

答 

町
長　

単
な
る
道
案
内

だ
け
で
な
く
、
本
町
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
っ
た
表
示
方
法
を
検

討
し
、
野
方
イ
ン
タ
ー
は
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
図
る
。

道
路
危
険
個
所
の
対
応
は

問 

中
央
運
動
公
園
近
く
の

五
叉
路
交
差
点
付
近
で
は
家

に
振
動
が
あ
っ
た
り
高
齢
者

の
横
断
も
危
険
で
、
通
学
路

で
も
あ
り
信
号
機
の
設
置
や

振
動
対
策
等
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か

県
と
協
議
を
行
っ
て
い
く

答 

建
設
課
長　
県
道
沿
い
の

住
民
か
ら
、
大
型
車
等
の
通

行
が
多
く
振
動
に
よ
る
苦
情

も
寄
せ
ら
れ
地
域
振
興
局
と

改
善
に
向
け
協
議
を
行
う
。

住
宅
地
化
す
る
集
落
農
道

の
整
備
の
考
え
は

問 

消
防
車
が
入
れ
な
か
っ

た
場
所
が
あ
る
。
行
政
は
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

事
で
、
早
急
に
道
路
の
拡
幅

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

改
善
に
向
け
計
画
を
立
て
る 

答 

町
長　
住
宅
密
集
地
への

救
急
車
や
消
防
車
の
乗
り
入

れ
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
べ

き
で
、
改
善
に
向
け
計
画
を

立
て
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
正
確
な

情
報
提
供
は

問 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
死
亡
例
で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
責
任
は
国
だ
が
、
本

町
の
認
識
は
ど
う
か

ワ
ク
チ
ン
後
の
死
亡
の
因
果

関
係
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

答 
町
長
　
予
防
接
種
に
よ

る
死
亡
が
生
じ
た
場
合
、
遺

族
の
申
請
で
町
か
ら
国
に
進

達
し
審
査
会
で
審
議
を
行
う
。

国
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
死

亡
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
結

論
づ
け
た
事
例
は
な
い
。

学
校
で
の
感
染
状
況
と
小
児

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題
は

問 

学
校
の
感
染
状
況
と
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
検
討
す
る
際

本
人
や
養
育
者
に
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
正
確
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
か

臨
時
休
校
は
な
い
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
個
別
と
集
団
で
行
う

答 

教
育
長　
３
月
15
日
現

在
、
陽
性
者
が
11
名
、
臨
時

休
校
し
た
学
校
は
な
い
、
学

級
閉
鎖
は
２
学
級
。

答 

保
健
福
祉
課
長　
小
児
へ

の
接
種
は
、
主
治
医
や
小
児

科
で
相
談
し
個
別
と
集
団
接

種
と
で
進
め
て
い
き
た
い
。

平田　慎一 議員

移
住
・
定
住
施
策
の
宅
地
分
譲
は
、

無
償
譲
渡
を
考
え
る
べ
き

無
償
譲
渡
は
、提
言
と
し
て
受
け
止
め
る

集落農道集落農道

→→ →→

→→

→→ →→

至 JAライス至 JAライス
　 センター　 センター

至 中央運動至 中央運動
公園田中公園田中

至 平良至 平良

至 集落道至 集落道
至 国道220号線至 国道220号線

県道５１２号線

国道２２０号線西平石油横
ふれあい市場ふれあい市場

西平石油西平石油

大崎自動車大崎自動車
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切り取り線

議会議会をを傍聴傍聴
してみませんか!!してみませんか!!

　手続きは簡単です｡ 本会議の
当日、傍聴人受付票に住所 ･ 氏
名などを記入していただくだけ
です｡
　なお、本会議は本庁舎３階の
本会議場において午前１０時か
ら行われますが、一般質問のあ
る日程のときは、事前に防災無
線でもお知らせしています｡ どう
ぞお気軽にお越しください｡

　次回の定例会は 6 月です｡

議会だより１６２号の返信用ハガキにて寄せられた意見に対する回答
※質問及び回答は原文のまま掲載しております。

意見
　一般質問のなかで，「ゴミ分別が大変だから大崎町に住みたくない、近隣市町に
居住する。」と意見されていました。間違いなく 30歳の私世代をはじめ若い方は
日本一分別が厳しい町に住みたいと思いません。また，子どもがいると家事に追
われるのにさらに日々でてくるゴミの分別。私はこのように思います。地球にや
さしくても，人にはやさしくない町だと思います。この意見がとおるか分かりま
せんが，若い世代は町より出たほうがよい選択しかないのですか。お願いです。
大崎町に住んで良いと思うメリットをつくってください。

※編集上の都合により，個人名は割愛させていただきました。

　この意見について大議発第２号で議長、委員長名で執行部に対して回答依頼しました。回答に
ついては、次のとおりです。
答　令和４年４月 15 日付け大議発第 2 号でありました記事の掲載依頼につきましは、匿名の方
の意見に対し、都度回答することは控えさせていただきますのでご了承ください。
　今回の意見の内容につきましては、子育て世代の声として受け止め、今後の町政へ生かしてい
きたいと存じます。

○　おおさき議会だより No.16313



町議会に対する意見をお聞かせください。

切り取り線

　大崎町議会では、インターネット
映像配信サービスを利用して本会議
の生中継の配信を行っています。

～生中継及び録画映像の視聴方法～
　令和３年１２月議会から、本会議を
Youtube（ユーチューブ）で配信しています。
Youtube のページにて「大崎町議会」で
検索すると、動画が表示されますので選
択してご覧ください。インターネットによる
ライブ中継以外にも、役場ロビーに設置
のテレビでも視聴することができます。

議会中継をYoutubeで
公開しています！

←スマートフォンで←スマートフォンで
QRコードを読み取QRコードを読み取
るだけで「大崎町るだけで「大崎町
議会チャンネル」に議会チャンネル」に
進むことも進むことも
できます。できます。

大崎町議会

大崎町秋季畜産品評会集合調査

鹿児島全共鹿児島全共までまで

あとあと  144144  日日
（令和４年５月１３日現在）（令和４年５月１３日現在）

開催　令和４年１０月６日（木）～１０月１０日（祝・月）

第 12回全共鹿児島大会
マスコットキャラクター
かごうしママ

○　おおさき議会だより No.16314



株式会社JTB ふるさと開発事業部
大崎サテライトオフィス
営業第四課

担当課長

令和 3 年 11 月 26 日に完成した大崎サテライトオフィスに勤務
している比良課長に代表でお話を聞きました。（4 月 8 日）

比良　昭一　 さん
井手　廉太朗 さん
城戸　亜希步 さん

大
崎
町
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
開
設
し
た
き
っ
か
け
と
は　

　

７
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か

で
、
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
ひ
と
つ
と

し
て
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
弊
社
は
大
崎
町
第
３
次
総
合

計
画
の
雇
用
創
出
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
額
を
少
し
で
も
増
額
で

き
る
よ
う
大
崎
町
と
連
携
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

雇
用
創
出
と
更
な
る
ふ
る
さ
と

納
税
増
額
の
観
点
か
ら
、
サ
テ
ラ

イ
ト
開
設
に
よ
っ
て
、
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
って
対
応
で
き
る
こ
と
が

双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
こ
と
で
、
弊
社
を
採
用

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

全
国
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
ど

の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か

　

全
国
に
３
箇
所
あ
り
、
第
１
号

に
開
設
し
た
の
が
大
崎
町
で
す
。

他
は
、
大
東
市
（
大
阪
府
）、
南

魚
沼
市
（
新
潟
県
）、
に
拠
点
を

設
け
更
に
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
活
動
は

　

旅
行
業
で
は
な
く
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
は
じ
め
と
す
る
大
崎
町
に

関
す
る
様
々
な
業
務
を
遂
行
し
て

い
ま
す
。

　

返
礼
品
の
登
録
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
受
注
・
発
送
シ
ス
テ
ム
の
運
用

や
大
崎
町
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
大
崎

町
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
返
礼
品
を
開
発
・
提
供
し
、
魅

力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
も

我
々
の
仕
事
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
崎
町
は
リ
サ
イ
ク
ル
の

町
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

推
進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
誘
致

や
着
地
型
体
験
ツ
ア
ー
の
提
供
も

進
め
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
会
社
と
し
て
の
強
み
と
は

　

我
々
の
強
み
と
し
て
は
、
本
業

の
旅
行
を
絡
め
る
こ
と
が
で
き
る

点
で
す
。
ヒ
ト
が
動
く
と
地
域
が

活
性
化
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
旅
行

ク
ー
ポ
ン
の
活
用
や
観
光
客
の
誘
致

に
も
注
力
し
、
交
流
人
口
及
び
関

係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

観
光
地
を
つ
く
る
の
は
中
々
難

し
い
で
す
が
、
大
隅
と
い
う
も
の

を
面
で
と
ら
え
て
、
近
隣
の
鹿
屋

や
志
布
志
の
方
々
な
ど
と
も
連
携

し
、
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
体
制

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
崎
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聞
き
手
／
富
重
幸
博
広
報
委
員

大崎サテライトオフィス事務所
（仮宿　三文字）
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町
民
の
広
場

　

私
は
現
在『
む
ぜ
・
よ

め
じ
ょ
会
』
と
言
う
グ
ル

ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
子
育

て
世
代
の
母
親
中
心
の
グ

ル
ー
プ
で
、
子
育
て
に
必

須
の「
食
」
を
テ
ー
マ
に

月
に
1
度
旬
の
野
菜
や
果

物
を
使
っ
て
、
郷
土
料
理

や
イ
ベ
ン
ト
に
合
う
料
理

や
お
菓
子
を
作
っ
た
り
、

昼
食
会
を
通
じ
た
子
育
て

世
代
の
母
親
の
交
流
促
進

を
進
め
て
い
る
。

　

私
は
こ
こ
で
の
活
動
を

通
し
て
、
食
と
関
わ
る
こ

と
で
、
食
べ
る
物
を
選
ぶ

事
は
身
体
の
内
側
・
外
側

（
外
見
）、
そ
し
て
思
考
や

心
の
在
り
方
も
変
化
す
る

…
つ
ま
り『
食
べ
る
こ
と

は
生
き
る
こ
と
』
と
い
う

考
え
方
を
学
ん
だ
気
が
す

る
。

　

さ
て
、
子
育
て
と
い
え

ば
、
私
ご
と
で
は
あ
る
が
、

末
の
娘
が
こ
の
３
月
大
崎

中
学
校
を
卒
業
し
た
。

　

こ
の
学
校
で
は
、「
学

び
の
学
級
」
と
い
う
生
徒

た
ち
が
お
互
い
に
教
え
合

う
勉
強
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ

て
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て

勉
強
が
楽
し
い
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
主

的
に
学
び
合
う
と
い
う
姿

に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。

　

通
常
の
講
義
ス
タ
イ
ル

で
は
大
体
５
％
程
度
の
学

習
定
着
率
が
、
グ
ル
ー
プ

討
論
で
は
50
％
、
人
に
教

え
た
り
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
と
90
％
ま
で
上
が
る
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

実
際
、
学
校
で
は
か
な
り

学
力
が
向
上
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

さ
ら
に
学
力
だ
け
で
は

な
く
、
生
徒
た
ち
の
頑
張

り
を
先
生
方
は
全
力
で
応

援
し
て
く
れ
る
こ
と
が

様
々
な
行
事
に
取
り
組
む

様
子
を
見
て
感
じ
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
は
心
と
身
体
が

元
気
で
あ
れ
ば
充
分
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
頑
張
る

姿
を
見
せ
て
も
ら
え
る
と

い
う
の
は
、
親
と
し
て
本

当
に
幸
せ
な
事
で
あ
り
、

子
ど
も
の

卒
業
を
迎

え
て
、
改

め
て
か
け

が
え
の
な

い
友
達
と
、

先
生
方
に

守
ら
れ
て

宝
物
の
よ

う
な
3
年

間
を
過
ご

さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

子
ど
も
た
ち
に
は
こ
の
経

験
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て

子
ど
も
た
ち
に
は
今
後
も

一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い

っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　

子
育
て
と
い
え
る
期
間

も
残
り
わ
ず
か
か
な
と
は

思
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

学
校
が
あ
る
大
崎
町
は
素

晴
ら
し
い
町
だ
と
思
う
し
、

こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
う
。

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

神
﨑　

文
男

編
　 

集
　 

後
　 

記

私
の
想
い

　

野
山
の
草
木
も
緑
が一段
と
濃

く
な
り
、
ツ
ツ
ジ
も
初
夏
の
陽
気

に
誘
わ
れ
て
咲
き
誇
り
、
水
ぬ
る

む
時
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

男
の
子
の
誕
生
を
祝
う
＂こ
い

の
ぼ
り＂
が
泳
い
で
い
る
光
景
も
、

ち
ら
ほ
ら
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
少
子
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

数
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を

崩
し
が
ち
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

　
３
月
議
会
も
終
わ
り
、
こ
こ
に

議
会
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

（
宮
本　

昭
一）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

平
田　

慎
一

副
委
員
長　

上
原　

正
一

委　
　

員　

小
野　

光
夫

委　
　

員　

宮
本　

昭
一

委　
　

員　

諸
木　

悦
朗

委　
　

員　

富
重　

幸
博

むぜ・よめじょ会
会長

中 村　米 子

【
大
崎
町
の

学
校
教
育
へ
の
願
い
】
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